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社会構造分野 

半谷吾郎（助教授），杉浦秀樹（助手） 
鈴木真理子（大学院生），金子陽子（技術補佐員） 
藤田志歩（非常勤研究員） 
 

＜研究概要＞ 

A）東南アジア熱帯林の霊長類群集生態学 

半谷吾郎 
世界でもっとも生物多様性の高い森林である東南

アジア・ボルネオ島の熱帯雨林での霊長類の共存のメカ

ニズムを明らかにするため，マレーシア･サバ州ダナム

バレー森林保護区での昼行性霊長類 5種(オランウータ
ン，ミュラーテナガザル，クリイロコノハザル，カニク

イザル，ブタオザル)の密度センサスと結実フェノロジ
ーの調査を 2006年 9月から毎月行っている．また，2006
年 12月からはクリイロコノハザルの行動観察による調
査を開始し，食性，活動時間配分，利用している木の高

さなどの資料を収集した． 
 

B）ニホンザルとバーバリマカクの生態学的特性の比較 

半谷吾郎 
温帯に生息する霊長類の生態学的特性を明らかに

する目的で，ニホンザルとバーバリマカクの比較を行っ

た．モロッコのバーバリマカク生息地で，主要樹種およ

び主要食物樹種の葉の採取を行い，栄養成分とタンニン

含有量を分析した．同様の分析を屋久島のニホンザル生

息地についても行い，その結果を比較することで，繊維

性食物の消化能力を比較した． 
 

C）ニホンザルの個体群動態・生活史・繁殖とその生態
学的決定要因の研究 

半谷吾郎，杉浦秀樹，鈴木真理子，藤田志歩 
宮城県・金華山，鹿児島県・屋久島のニホンザル野

生群を対象に，個体群動態の継続調査を実施した．屋久

島の瀬切川上流域では，森林伐採と果実の豊凶の年変動

がニホンザル個体群に与える影響を明らかにする目的

で，調査を継続している．夏季に全国からボランティア

の学生を募って一斉調査を行い，識別された 5つの群れ
の構成，地域全体のニホンザルの集団密度，ニホンジカ

の発見頻度などの人口学的資料を集めた（半谷, 鈴木）．
また，調査地内の伐採地と一次林内で果実生産量の測定

を行った（半谷）．屋久島海岸部では，個体識別された

10群程度の群れの構成と，西部海岸全域での道路カウ

ントを行った（杉浦, 鈴木）．金華山島での繁殖パラメ
ーターに関する解析を行った（藤田）． 

 

D）ニホンザルの行動生態学的研究 

鈴木真理子, 杉浦秀樹，半谷吾郎 
屋久島に生息するニホンザルを対象に，群れの空間

的まとまりがいつ，何によって保たれているかを明らか

にするため，他個体との位置関係とそれに関連した行動

のデータ収集と解析を行った．その結果，群れが広がる

と視覚的な探索が増え，発声頻度も上がることが示唆さ

れた（鈴木）．ニホンザルの群れの空間的な広がりや，

サブグルーピングを同時個体追跡によって記録し，解析

した（杉浦）．屋久島上部域と海岸部のニホンザルの間

で，体温調節行動，採食中の攻撃的交渉の頻度，社会関

係，食物選択の化学的基準などを比較し，体温調節能力

のように比較的順応能力の高いものと，社会関係のよう

に可塑性の少ない特徴があることを見出した(半谷)． 
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